
キャラクター名 プレイヤー名

ポジション 享年

メインクラス 暗示

サブクラス 寵愛点

初期配置
記憶のカケラ 内容

最大行動値

能力値 クラス 修正 合計

武装

変異

改造

未練
対象 種類 狂気点 発狂時ペナルティ

①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤

マニューバ
タイプ 損傷 名前 使用 タイミング コスト 射程 効果

大倶利伽羅

オートマトン

タナトス

タナトス

？？？

幸福

0

煉獄

11
星空

シャワー

本丸

近侍

遡行軍

付喪神—矜持

夜空に光る月、星。かつて美しかった夜の空をあなたはおぼえている。かつての夜はこれほどまでに美しかったのに、今は夜は暗いだけ。何より苦痛に思わなくなった死者の目がかなしい

あたたかい湯の流れ出すノズル。浴びながら響かせるハミング。石鹸の香り。また浴びたいけれど。今浴びたら体のあちこちが壊れそうだナ

美しい場所だった。この荒廃した世界には、ありえないほどに。護りたかった、守りたかった。この場所を、この場所を保つ何かを。……たとえ、罪を重ねることになろうとも。

大切なものを護るために、立っていたはずだった。大切なものを守るために、振っていたはずだった。なのに、どうした、このざまは。　　何もかも忘れて、何もかも解らなくて。これで、どうして『あれ』を救えるというんだ。

何かを変えんとするものと戦っていた。 　　朝な夕な戦いに明け暮れていた。 　　それが、正しいと信じて。 　　それが、意味あるものだと信じて。 　　けれど、それは、本当に正しいことなのだったのだろうか……。

己は『もの』である。　　神であり神でなく、妖であり妖でなく、人の子であり人の子ではない。　　その本質は、『もの』である。　　使われることを是とし、斬り裂くことを悦とし、血を浴びることを快とした。　　己が『あれ』に応えたのは、『あれ』の心が届いたから。　　なぜ、忘れていた。　　『あれ』を壊したのは、紛れもなく、己であることを。
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パーツとして所持。破壊で狂気点+1
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無茶

無限解体

死神

殺劇

カンフー

のうみそ

めだま

あご

アドレナリン

アクセサリー

有刺鉄線
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ダメージ
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0
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コスト:任意の基本パーツを1つ損傷。行動判定、攻撃判定、切断判定において、サイコロを振り直してよい

ダメージ与えた際に使用可。次カウントまで、所有するダメージ全て同対象に使う限りタイミングが「ダメージ」となる。

白兵攻撃判定の出目+1

バトルパートで、同カウント内に他の姉妹が攻撃対象とした敵に攻撃判定する際、自身の攻撃判定+1、ダメージ+1してよい
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肉弾攻撃１

1

ピアス

ダメージ与えた際に使用可。白兵・肉弾ダメージ1

白兵2+切断、攻撃判定+1

肉弾攻撃１

支援１

移動１

次カウントで使うマニューバ１つのコスト-1

移動１

移動１

妨害１

白兵2+連撃1
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